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　「
Ｄ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｉ
ｎ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
は
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

を
テ
ー
マ
と
す
る
保
険
業
界

唯
一
の
国
際
的
な
催
し
で
、

小
規
模
の
保
険
ブ
ロ
ー
カ
ー

（
仲
立
人
）
か
ら
大
手
多
国

籍
保
険
グ
ル
ー
プ
に
至
る
ま

で
、
保
険
業
界
の
さ
ま
ざ
ま

な
組
織
が
一
致
団
結
し
、
毎

年
９
月
に
世
界
各
地
で
開
催

し
て
い
る
。
日
本
で
の
24
年

の
イ
ベ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
会

社
に
は
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
ジ
ャ
パ
ン

・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
ア

リ
ア
ン
ツ
火
災
、
エ
ー
オ

ン
、
Ｃ
ｈ
ｕ
ｂ
ｂ
損
保
、
ギ

ャ
ラ
ガ
ー
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
、

Ｈ
Ｄ
Ｉ
　
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
保

険
会
社
日
本
支
店
、H

ow
d

en G
rou
p Japan H

ol

din
g
s

、
ロ
イ
ズ
・
ジ
ャ
パ

ン
、
マ
ー
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン
、

マ
ー
シ
ュ
ブ
ロ
ー
カ
ー
ジ
ャ

パ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
再
保
険

日
本
支
店
、
Ｐ
ｗ
Ｃ
　
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
グ
ル
ー
プ
、
Ｒ
Ｇ
Ａ

リ
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
カ
ン

パ
ニ
ー
日
本
支
店
、
ス
イ
ス

・
リ
ー
、
Ｔ
Ｂ
Ｗ
Ａ
、
Ｈ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｈ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
、
東
京
海
上

日
動
、
Ｗ
Ｔ
Ｗ
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
ヒ
保
険
が
参
画
し
て
い
る

ほ
か
、
一
般
財
団
法
人
国
際

協
力
推
進
協
会
、
上
智
大
学

が
イ
ベ
ン
ト
協
力
を
行
っ
て

い
る
。

Ｄ
Ａ
Ｙ
１

Ｄ
Ａ
Ｙ
１

　
日
本
に
お
け
る
Ｄ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｉ
ｎ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

運
営
委
員
会
委
員
長
の
ロ
イ

ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役

社
長
の
イ
ア
ン
・
フ
ァ
ー
ガ

ソ
ン
氏
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ス
ピ
ー
チ
で
幕
を
開
け

た
。
同
氏
は
「
Ｄ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｉ

ｎ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
ｄ

ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
、
ｅ
ｑ

ｕ
ｉ
ｔ
ｙ
、
ｉ
ｎ
ｃ
ｌ
ｕ
ｓ

ｉ
ｏ
ｎ
の
原
則
に
基
づ
い
て

毎
年
開
か
れ
る
保
険
マ
ー
ケ

ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、

２
０
１
５
年
に
ロ
ン
ド
ン
で

初
め
て
開
催
さ
れ
た
。
今
年

で
10
年
目
を
迎
え
、
日
本
で

は
７
年
目
と
な
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
非
常
に
誇
り

に
思
い
、
10
周
年
を
迎
え
、

今
こ
そ
未
来
に
つ
い
て
考
え

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。 

　
▽
特
別
講
演
①
「
多
様
性

と
共
生
の
未
来
」

　
初
日
は
、
キ
ャ
ス
タ
ー
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安
藤
優

子
氏
が
「
多
様
性
と
共
生
の

未
来
」
と
題
し
て
特
別
講
演

を
行
っ
た
。
安
藤
氏
は
「
40

年
以
上
前
、
当
時
完
全
な
男

性
社
会
だ
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
世
界
に
足
を
踏
み
入

れ
、
初
め
て
の
取
材
で
金
丸

幹
事
長
（
当
時
）
の
コ
メ
ン

ト
を
取
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
『
女
性
だ
か
ら
で
き

た
』
と
言
わ
れ
悔
し
い
思
い

を
し
た
。
そ
の
後
、
『
女
性

だ
か
ら
』
と
言
わ
せ
な
い
よ

う
心
に
決
め
、
ほ
ぼ
毎
日
取

材
に
奔
走
し
た
が
、
停
戦
前

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
女
性
で
あ

る
自
分
の
体
に
は
重
過
ぎ
る

男
性
用
の
装
備
を
身
に
着
け

て
取
材
を
し
た
た
め
、
危
険

な
目
に
遭
遇
し
た
」
こ
と
な

ど
、
男
女
の
公
平
と
平
等
の

経
験
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
安
藤
氏
は
、
１
９
９
４
年

の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
廃
止
後

の
南
ア
フ
リ
カ
で
、
初
め
て

白
人
専
用
の
学
校
に
行
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
さ
ま
ざ
ま

な
排
除
に
遭
い
１
週
間
で
退

学
を
し
た
女
子
生
徒
に
、
肌

の
色
に
つ
い
て
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
「
た
だ
違
う
だ
け
」

と
い
う
答
え
を
聞
き
、
問
題

は
「
違
い
」
で
は
な
く
違
い

に
対
す
る
「
心
の
壁
」
で
あ

る
こ
と
に
気
付
い
た
と
い

う
。

　
講
演
の
後
半
で
は
、
会
場

内
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
視
聴
者
か

ら
の
多
く
の
質
問
に
も
回
答

し
、
「
も
っ
と
政
治
の
分
野

で
の
女
性
の
参
加
が
必
要
」

な
ど
と
コ
メ
ン
ト
。
安
藤
氏

が
「
話
し
た
い
こ
と
は
も
っ

と
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
す
る

中
、
講
演
は
終
了
し
、
会
場

は
次
回
を
期
待
す
る
多
く
の

拍
手
に
包
ま
れ
た
。

Ｄ
Ａ
Ｙ
２

Ｄ
Ａ
Ｙ
２

　
▽
セ
ッ
シ
ョ
ン
①
「
Ａ
Ｉ

と
つ
く
る
10
年
後
の
未
来
と

は
？
」

　
２
日
目
最
初
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
「
Ａ
Ｉ
と
つ
く
る
10
年
後

の
未
来
と
は
？
～
Ａ
Ｉ
は
我

々
の
脅
威
か
チ
ャ
ン
ス
か

～
」
で
は
、
起
業
家
、
エ
ン

ジ
ェ
ル
投
資
家
と
し
て
知
ら

れ
る
成
田
修
造
氏
が
、
幅
広

い
経
歴
と
年
代
で
構
成
さ
れ

た
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
の
社
員
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は

沖
山
愛
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は

千
田
理
緒
氏
、
伊
藤
有
美
子

氏
、
高
橋
勲
氏
が
務
め
た
。

　
は
じ
め
に
、
日
本
に
お
け

る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
エ

ク
イ
テ
ィ
ー
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｅ
Ｉ
）
の
浸
透

度
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
、
次
に
Ａ
Ｉ
の
歴
史
や
最

新
の
開
発
状
況
、
企
業
内
で

の
活
用
実
例
や
将
来
へ
の
展

望
と
課
題
に
つ
い
て
、
成
田

氏
か
ら
見
解
を
聞
き
つ
つ
、

保
険
業
界
全
体
や
日
常
業
務

に
お
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に

Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
そ
う
か
、

意
見
を
出
し
合
っ
た
。
後
半

で
は
、
Ａ
Ｉ
、
保
険
会
社
、

Ｄ
Ｅ
Ｉ
の
三
つ
が
組
み
合
わ

さ
る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
る

新
た
な
可
能
性
に
つ
い
て
、

特
に
高
齢
者
や
外
国
語
対

応
、
ま
た
、
障
が
い
者
雇
用

の
促
進
等
も
取
り
上
げ
、
Ａ

Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
発
展
が
も
た
ら
す

多
様
性
へ
の
期
待
を
共
有
し

た
。

　
最
後
に
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て

保
険
業
界
が
変
革
す
る
こ
と

で
、
よ
り
良
い
社
会
へ
と
つ

な
が
る
可
能
性
に
つ
い
て
言

及
し
、
そ
の
た
め
に
は
将
来

へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
Ａ
Ｉ
活
用

の
旗
振
り
役
、
そ
し
て
ま
ず

は
皆
が
実
際
に
勇
気
を
持
っ

て
使
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
締
め

く
く
っ
た
。

　
▽
セ
ッ
シ
ョ
ン
②
「
人
生

１
０
０
年
時
代
を
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
に
生
き
る
」

　
２
日
目
２
番
目
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
は
、
「
人
生
１
０
０
年

時
代
を
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

に
生
き
る
～
幸
せ
が
も
た
ら

す
拡
張
効
果
～
」
と
題
し
、

前
半
は
一
般
社
団
法
人
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
心
理
教
育
ア

カ
デ
ミ
ー
共
同
代
表
理
事
の

渡
邊
義
氏
と
渡
邊
奈
都
子
氏

が
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

重
要
性
や
意
義
、
ま
た
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
取
り
巻
く

昨
今
の
潮
流
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
高
め
る
方
法
に
つ

い
て
講
演
し
た
。
そ
の
中

で
、
幸
せ
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
違
い
や
欧
米
と
ア
ジ

ア
の
違
い
等
に
つ
い
て
解
説

が
あ
り
、
数
多
く
あ
る
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
の
中
か

ら
「
感
謝
」
を
と
り
あ
げ
、

人
と
組
織
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
に
つ
い
て
考
え
る
手
掛

か
り
が
示
さ
れ
た
。

　
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
半
で

安
藤
優
子
氏
が「
多
様
性
と
共
生
の
未
来
」で
講
演

ファーガソン氏

安藤氏

Dive Inフェスティバル2024開催

「持続可能な社会の実現」テーマに
セッションと特別講演

　ロイズ・ジャパン、ＡＩＧジャパン・ホールディングス、エーオン、Ｃｈｕｂ
ｂ損保、マーシュジャパン、マーシュブローカージャパンが参画する「日本にお
けるＤｉｖｅＩｎフェスティバル運営委員会」は、世界同時開催時期に合わせて
「ＤｉｖｅＩｎフェスティバル２０２４」を９月25日、26日の２日間にわたり、東京
都千代田区の紀尾井カンファレンスの会場とオンライン配信のハイブリッド型で
開催した。今年のフェスティバルのテーマ「A Sustainable Future: The Next 
10Years：持続可能な社会の実現に向けて―次の10年への課題―」の下、ＡＩ、
ウェルビーイング、介護などに焦点を当てた三つのテーマのセッションと二つの
特別講演が行われた。フェスティバルには１３７２人が登録し、セッション・講演
に合計８９３人（各イベントの参加者の延べ人数）が参加した。

セッション①ではＡＩの活用で議論

セッション②のパネルディスカッションの様子

（
11
面
へ
つ
づ
く
）
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は
、
渡
邊
奈
都
子
氏
が
モ
デ

レ
ー
タ
ー
、
渡
邊
義
氏
が
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
パ

ネ
リ
ス
ト
に
Ｒ
Ｇ
Ａ
リ
イ
ン

シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

日
本
支
店
の
澤
田
和
子
氏
、

エ
ー
オ
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
ジ
ャ
パ
ン
の
冨
安
昌
子
氏

を
迎
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
両

氏
は
前
半
の
講
演
か
ら
得
た

気
付
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

で
の
取
り
組
み
の
紹
介
、
ま

た
仕
事
を
す
る
中
で
の
「
感

謝
な
体
験
」
に
つ
い
て
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
て
語
っ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ま
と

め
と
し
て
、
感
謝
の
輪
を
広

げ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
サ
イ
ク

ル
を
作
る
こ
と
の
重
要
性
、

相
手
と
の
関
係
性
に
よ
っ
て

感
謝
の
伝
え
方
が
変
わ
る
点

な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
▽
セ
ッ
シ
ョ
ン
③
「
未
来

を
前
向
き
に
！
仕
事
と
介
護

の
両
立
」

　
２
日
目
３
番
目
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
は
、
Ｃ
ｈ
ｕ
ｂ
ｂ
損

保
、
Ｈ
Ｄ
Ｉ
　
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ

ｌ
保
険
会
社
日
本
支
店
、
マ

ー
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン
、
マ
ー
シ

ュ
ブ
ロ
ー
カ
ー
ジ
ャ
パ
ン
共

催
の
「
未
来
を
前
向
き
に
！

仕
事
と
介
護
の
両
立
～
フ
ァ

ミ
リ
ー
ケ
ア
の
リ
ア
ル
と
ヒ

ン
ト
～
」
で
、
今
後
10
年
で

よ
り
意
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

介
護
を
テ
ー
マ
に
、
基
調
講

演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
㈱
ワ
ー

ク
＆
ケ
ア
バ
ラ
ン
ス
研
究
所

の
和
氣
美
枝
氏
か
ら
、
企
業

に
よ
る
仕
事
と
介
護
の
両
立

支
援
の
傾
向
と
両
立
に
必
要

な
基
礎
知
識
が
共
有
さ
れ
、

介
護
し
な
が
ら
も
誰
に
で
も

人
生
の
選
択
肢
は
あ
る
と
い

う
考
え
方
の
下
、
知
識
・
情

報
を
得
な
が
ら
「
家
庭
環
境

・
職
場
環
境
・
自
身
の
心
身

の
環
境
」
の
最
適
化
を
図
り

続
け
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の

た
め
の
第
一
歩
と
し
て
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

活
用
す
る
こ
と
が
、
繰
り
返

し
力
強
く
訴
え
ら
れ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
介
護
経
験
者
か
ら

未
経
験
者
ま
で
が
集
ま
り
、

漠
然
と
し
た
不
安
の
共
有
、

経
験
か
ら
得
た
両
立
生
活
の

知
恵
や
時
間
管
理
の
方
法
、

介
護
者
本
人
の
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
の
重
要
性
、
遠
方
に
住
む

高
齢
の
親
向
け
の
介
護
準
備

・
対
策
、
将
来
の
介
護
に
関

す
る
話
し
合
い
方
法
や
経
済

面
の
準
備
な
ど
、
リ
ア
ル
な

質
問
と
率
直
な
ア
ド
バ
イ
ス

が
交
わ
さ
れ
た
。
暗
く
な
り

が
ち
な
介
護
問
題
を
明
る
く

語
る
こ
と
を
軸
に
、
現
実
的

か
つ
前
向
き
に
取
り
組
め
る

ヒ
ン
ト
が
数
多
く
示
さ
れ
、

笑
い
が
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
セ

ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

　
▽
特
別
講
演
②
「
企
業
の

成
長
に
不
可
欠
な
女
性
の
活

躍
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推

進
」

　
２
日
目
最
後
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
積
水
ハ
ウ
ス
取
締

役
の
中
島
好
美
氏
が
登
壇

し
、
「
女
性
の
活
躍
を
推
進

す
る
上
で
の
、
現
在
の
課
題

と
今
後
将
来
に
わ
た
っ
て
個

々
に
備
え
る
べ
き
素
地
や

力
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

中
島
氏
は
「
企
業
の
成
長
に

不
可
欠
な
女
性
の
活
躍
と
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
」
を

テ
ー
マ
に
、
自
身
の
経
験
か

ら
「
多
様
性
を
楽
し
み
な
が

ら
セ
ル
フ
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発

し
、
発
信
力
と
構
想
力
の
ス

キ
ル
を
高
め
る
こ
と
」
の
重

要
性
に
つ
い
て
説
明
し
、
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

を
除
去
す
る
た
め
に
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
た
。
講
演
に
続

い
て
、
中
島
氏
、
マ
ー
シ
ュ

ブ
ロ
ー
カ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
藤

田
し
の
ぶ
氏
、
平
賀
暁
氏
の

３
氏
に
よ
る
対
談
が
行
わ

れ
、
自
分
と
同
質
で
は
な
い

人
と
の
交
流
や
多
様
な
人
材

の
登
用
に
よ
っ
て
、
新
し
い

意
識
を
組
織
に
芽
生
え
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
実
践
す
べ
き

こ
と
と
し
て
、
「
後
悔
し
な

い
た
め
に
何
に
で
も
挑
戦
し

て
み
る
こ
と
」
「
好
奇
心
を

持
ち
続
け
る
こ
と
」
「
常
に

自
身
の
発
信
力
や
表
現
力
を

高
め
、
そ
の
発
信
に
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
（
責
任
）
を
持
つ

こ
と
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
を
遂
行
す
る
こ

と
で
必
然
的
に
セ
ル
フ
ブ
ラ

ン
ド
は
確
立
さ
れ
、
女
性
・

男
性
の
区
別
な
く
多
様
性
の

社
会
で
も
活
躍
で
き
る
と
結

論
付
け
た
。

　
２
日
間
に
わ
た
る
イ
ベ
ン

ト
の
最
後
に
、
運
営
員
会
メ

ン
バ
ー
の
マ
ー
シ
ュ
ブ
ロ
ー

カ
ー
ジ
ャ
パ
ン
取
締
役
会
長

の
平
賀
暁
氏
か
ら
ク
ロ
ー
ジ

ン
グ
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ

た
。
平
賀
氏
は
「
こ
れ
か
ら

の
10
年
、
多
様
性
を
考
え
る

上
で
一
番
課
題
と
な
る
の
は

バ
イ
ア
ス
だ
と
思
う
。
今
年

も
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
中

で
ど
う
バ
イ
ア
ス
を
取
り
払

う
か
に
つ
い
て
皆
で
議
論
を

し
て
き
た
が
、
一
過
性
の
取

り
組
み
で
は
な
く
、
ぜ
ひ
来

年
も
再
来
年
も
、
よ
り
多
く

の
方
に
ご
参
加
・
サ
ポ
ー
ト

い
た
だ
き
、
良
い
イ
ベ
ン
ト

に
し
て
い
き
た
い
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

セッション③では仕事と介護の両立をテーマに議論

特別講演②では中島氏、藤田氏、平賀氏が対談

（
10
面
か
ら
つ
づ
く
）

クロージングスピーチを行う平賀氏


